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圧拓詞＋to V
後置修飾 7,＼汐ーンの 4っ目名詞＋to V～についで．I

遠とと訳す。

（例ぷe desire [to (om EnIIsh]~j st ~ng. ®に（V) （ふ⑭©
r英語を条‘・たいという願望が強い..1

切 Vの前に名言司があると、自動的1こ rv拮00.., にな忍のかと心とをで如＼l
ぁ V の厄謡る相手の名言司の胴l咀：、"3つの格＇’のとれカカ泌雫！
形容詞用法心 Vの3つの格ゞ菜迂疇礎＠細

(( )胴係＝主格

I h母牛芦迦〔to talk Wl曲 me ］・ r私には、詰してくれる人如磯発
→ ‘‘a pe心on’'とゎ砥 with me''(J)聞紐嗣と、

I, a pe啜n'昼）『私と詰す」となリ、 nQ. pets:Jn がわね応＂の（ ）として
慟いで国（ 鄭知言う）
-------------------------------------

2)( )畔＝目的格

I haた人に三［わ呻d以． r私lては．諏‘ぺき苓力‘苓醗

→®で注目すべきはわ向d'Q)( ）が（ ）と＼＼うこと．l
この場合その欠けている目的語が（ ）で加I~'舟溶詢用法。
"a lot ri boo届＇力ゞ•"to ぼ’'([)( )としで働ぃてい~!
- - ---- • - -•一·-- -

3)( )朋係＝同格 r
He has 血［ゎ succ函］ r彼I~は成攻すると＼＼う意志が結」

→和ewI•II 澄志」の内容ヵゞ"to succeed'滋功す歪と年でいる。
慮忠の中身＝脱功し記 9」と（ ）の蘭係が成り立っ！

Q次の文のto VI計形容詞用法砂
She went tn the library to study for the exam. 

→`、柏e l ibrary"と IIto如必・・・''.の関係を展ていく．I n·Oが知けてない灰返）では
ない。 SVでも＝でもないのでヽ．この加 Vl計剥詞的用法！ r試鹸勉強花蔀必に、名



回鑓＋形容詞～
（例2)This is<a topic ［岬cult to explain]>. 
S V C ヽー ｮ 

｀れは言恰咀す数のが難しい話題飼
形容言司が（ ）に器ので、後歪‘ら修飾して認．I

（例3)]e I> <a stgJ的ど嘗｀l,oo-- WI柏 computers]>

濯砥コンヒ°ュータに詳しい学生賦
be 如nI.hnr w(、廿～ rl'\Iに詳しい」と力‘be 和［ I of~,..んで·し＼っぱ疇ぬ
ような岳オム型 1よこのような形をとること力‘蒻．／

国名詞＋胴係詞←英文琴暉礎®
（例3心e mn [who is 函ndl.ng over 由em]>is Tom. 
ｮ ~ v ｮｩ  

｀うで立っている男性I~ トムた‘‘.J← The ma.n I"\,祐ere カ充詞のカタマリ

（飼l午｀｀呼攣由e 区rty]>閤嘗·
(that) 

滋ヵ、そのI\0ーティーで会表少年1本庄慮‘っ亙

簡係代名蔀Iの省略に気付くコッ
()  & ()=r .J 

→蘭係代烈言司（ / / ）が省諮されて＼＼否 l

麟 I‘s くサe c鴫 which／由at}I (,、磁 in̂|ast 知rJ>
｀よ、私が去年住んでいた街怠 t:) 

詞詞＋thQtgvんは畔詞ヵ、同裕力‘←英文法超基礎®

（例s)< The~如ct嗣屯呵冠 ex象Ill> s1,<rp©'sed 誓
→鑓詞のあとに如謬v'りが続くとき、 2つの可店（生が続！

thatのあとが（ ）な文→（ ) 
I/ ( )な文→（ ) 

今回 1芍完全な文函）で訳1：彼せが試験に合格頃といゲ踪は彼らせ啓力‘如這
（同裕、の出はは認名詞のカタマリだ｀ガ：後置修飾という形で考えた方がばlj吋＼V
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